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●
消
防
費　
　
　
　
４
億　

４
６
３
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
10
億
８
８
９
３
万
円

●
公
債
費　
　
　

９
億
４
８
５
７
万
円

●
そ
の
他　
　
　

１
億
５
３
９
１
万
円

４
．
人
づ
く
り

◆
元
気
な
人
づ
く
り

○
各
分
野
に
お
い
て
意
欲
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
、
継
続
し
た
学
習
、

研
修
、
実
践
を
通
し
て
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
「
白
鷹
人
育
成
事

業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
地
域
芸
術
文

化
の
活
性
化
や
さ
ら
に
は
、
荒
砥
高
校
等
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

○
荒
砥
高
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
入
学
生
か
ら
総
合
学
科
に
改
編

さ
れ
、
長
井
工
業
高
校
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
入
学

者
の
確
保
や
地
域
と
の
交
流
、
介
護
職
員
初
任
者
資
格
取
得
の
支
援
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
学
習
支
援
員
の
配
置
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

白
鷹
高
等
専
修
学
校
の
施
設
設
備
の
更
新
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
推
進

○
「
白
鷹
学
講
座
」
の
継
続
を
柱
に
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
力
の
育
成
や

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
や
「
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
」
を
は
じ
め
、
小
中
学
生
交
流
事
業
、
成
績
優
秀
者
激

励
金
交
付
事
業
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
活
動
や
各
種
団
体
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
は
、
地
区
公
民
館

を
主
体
と
す
る
生
涯
学
習
活
動
を
通
し
て
、
住
民
の
方
々
と
と
も
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
安
全
で
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
、
蚕
桑
、
東
根
地

区
公
民
館
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

を
は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
や
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

特
に
今
年
度
は
、
東
北
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

○
人
工
芝
生
化
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
東
陽
グ
ラ
ン
ド
を

は
じ
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
野
球
場
等
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正
な
維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
白
鷹
ス
キ
ー
場
ペ
ア
リ
フ
ト
改
修
等
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
を
行
い
、
町
民
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
・
保
存
会
・
地
域

と
連
携
し
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
白
鷹
町
史
編
さ
ん
事
業
は

「
白
鷹
町
史
・
現
代
編
」
と
し
て
、
平
成
26
年
刊
行
を
目
標
に
編
さ
ん
を

進
め
ま
す
。

○
芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
祭

の
開
催
や
、
少
年
少
女
合
唱
団
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
育
成
や
活

動
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、
画
家
梅
津
五
郎
氏
の
没
後
10
年
の
記
念
作
品

展
の
開
催
を
は
じ
め
と
し
た
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
の
事

業
と
連
携
調
整
を
図
り
な
が
ら
文
化
・
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
の
充
実
や
長
時
間
開
館
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

実
施
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
第
４
次
白
鷹
町
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
民
営
化
、
民
間
委
託
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
新

し
い
公
共
の
構
築
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
現
大
綱
は
、
計
画
期
間
が
終

盤
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
検
証

し
、
次
期
行
革
大
綱
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
り
、
効
率
的
な

行
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
研
修
の
充
実
と
計
画
的
な
定
員
管
理

に
よ
り
、
重
点
分
野
に
お
け
る
庁
内
組
織
の
体
制
強
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
性
確
保
の
た
め
の
人
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
「
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
等
に
よ
る
町
民
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
通
し
て
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
25
年
度
予
算
は
、「
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
」
に
お
け
る
前
期
基

本
計
画
に
基
づ
き
推
進
し
て
き
た
事
業
を
検
証
し
、
取
捨
選
択
を
図
り
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か
ら
編
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
71
億
９
６
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
６
億
４
１
０
０
万
円
、
８
・
２
％
の
減

少
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
人
件
費
及
び
投
資
的
事
業
の
減
少
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。




